
平成 25年度実績に関する事務事業評価表
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施設管理

１
基
本
項
目

事 務 事 業 名 歴史民俗博物館管理事業 担
当
部
署

課       名

事  業  期　間 開始年度 昭和48年 終了年度

10　明日を担う人づくり 項

教育委員会生涯学習・スポーツ課

予 算 事 業 名 歴民俗博物館管理費 係　   　名 文化係

事  業  区　分 自治事務 電 話 番 号 0765-23-1045

社会教育費

施  策  名 31　生涯学習の推進 目 歴史民俗博物館費

当面継続 予
算
科
目

会　   　計 一般会計

目  標  名 基本目標４　人と文化を育むまち 款 教育費

政  策  名

３
指
標

指　標　名 単位 24年度 25年度 26年度

基本事業名 31-３　博物館の充実 市民協働の状況 協働になじまない

２
事
業
概
要

事 業 概 要 博物館の維持管理や展示・普及活動。また寄贈品の整理台帳を作成、収蔵品の適切な管理及び活用を行う。

対　   　象 博物館施設及び館収蔵品、市民

総
合
計
画

計画 実績 計画 実績 達成率 計画

手       段
（活動指標）

維持管理とそれに付随する事務作業。館内展示品等修繕、考古学教室開催による普及活動。

意       図
（成果指標）

博物館の継続的運営。展示施設、収蔵品の管理。館収蔵品の状態や収蔵場所、数量などの把握。
市民が博物館を利用し、収蔵品を見ることができる。

活
動
指
標

修繕を行った箇所 7 9 7 11

寄贈点数 10 0 10

157.1% 4
収蔵点数 3,423 3,423 3,430 3,432 100.1% 3,440

7,000
郷土の歴史や祭りなどの伝統が継承され、自然に育まれた文化が豊かであ
ると答えた市民の割合（市民意識満足度調査による） 40 55 41 53 129.0% 42

9 90.0% 10

入館者数 5,500 5,833 6,000 6,620 110.3%

支
出
内
訳

①需用費 3,906,000 3,689,445 5,148,000 4,863,285 31.8%

４
コ
ス
ト
情
報

区　　分 単位
24年度 25年度 26年度

予算現額 決算額 予算現額

成
果
指
標

4,053,000
②委託料 1,293,000 1,290,418 1,553,000 1,538,732 19.2% 1,329,000

決算額 決算増減率 当初予算額

④負担金補助及び交付金 473,000 459,397 496,394 496,394 8.1% 506,000
③工事請負費

4,214,000
支出合計（Ａ） 9,329,960 8,842,282 10,789,000 10,372,909 17.3% 10,102,000
⑤その他 3,657,960 3,403,022 3,591,606 3,474,498 2.1%

財
源
内
訳

①国庫支出金

③地方債
②県支出金

④その他（使用料、雑入等） 45,000 69,840 74,000 199,736 186.0% 81,000
10,021,000

収入合計 9,329,960 8,842,282 10,789,000 10,372,909 17.3% 10,102,000
⑤一般財源 9,284,960 8,772,442 10,715,000 10,173,173 16.0%

②年間所要時間 940 940 600 500 -46.8% 900

①事務事業に携わる正規職員数 3 3 3 3

13,882,000

５
取
組
内
容

　平成25年度に取り組んだ事務事業の内容及び改善内容

○資料の収集整理。H26年３月に盛永俊太郎関連資料の寄贈を受け、平成26年度にかけて目録を作成する。
○施設の管理運営に伴う事務作業を行った。
○老朽化に伴う施設の修繕を行った。
○消火器の交換（15本）を実施した。
○考古学教室を２回（７月27日、８月24日）開催した。
○小学生のための歴史副読本（くらしのうつりかわり）を作成し、小学校に配布した。
○来館者に対し、アンケートを実施した。

3,948,000 2,520,000 2,100,000 -46.8% 3,780,000

総　費　用（Ａ＋Ｂ） 13,277,960 12,790,282 13,309,000 12,472,909

人
件
費 ③人件費（②×＠ 4,200 円）（Ｂ） 3,948,000

0.0% 3

Ｂ
目標達成度 １ 高い ２ 目標どおり

妥　当　性 Ａ
自治体関与の妥当性

-2.5%

３ 妥当でない

効  率  性 Ｂ
コスト効率 １ 高い ２ 普通

３ 低い・未実施

６
評
価

評価の視点 Ｈ24評価 Ｈ25評価 評価項目 内　　容

目的の妥当性 １ 妥当である ２ 検討の余地あり ３ 妥当でない
対象の妥当性 １ 妥当である ２ 検討の余地あり ３ 妥当でない

有  効  性 類似事業の有無 １ なし ２ 検討の余地あり ３ あり
上位施策への貢献度 １ 高い ２ 普通 ３ 低い

３ 低い
実施主体の適正化 １ 適正である ２ 改善の余地あり ３ 適正でない
負担割合の適正化 １ 適正である ２ 改善の余地あり ３ 適正でない

１ 妥当である ２ 検討の余地あり

評
価
結
果

(

課
題
及
び
今

後
の
方
針

)

周辺環境が整備されたことに伴う入館者の増加を契機として、展
示内容の見直しや収蔵品の活用などにより博物館の魅力を高める
必要がある。

評
価
結
果

１次評価
（課長総括） Ｂ 管理運営の進め方・内容について改

善の余地あり
２次評価 不要 　



平成 25年度実績に関する事務事業評価表
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ソフト事業

１
基
本
項
目

事 務 事 業 名 魚津歴史民俗博物館企画展事業 担
当
部
署

課       名

事  業  期　間 開始年度 昭和62年度 終了年度

10　明日を担う人づくり 項

生涯学習・スポーツ課

予 算 事 業 名 2．歴史民俗博物館企画展事業 係　   　名 文化係

事  業  区　分 自治事務 電 話 番 号 0765-23-1045

社会教育費

施  策  名 31　生涯学習の推進 目 歴史民俗博物館費

当面継続 予
算
科
目

会　   　計 一般会計

目  標  名 基本目標４　人と文化を育むまち 款 教育費

政  策  名

３
指
標

指　標　名 単位 24年度 25年度 26年度

基本事業名 31-３　博物館の充実 市民協働の状況 協働になじまない

２
事
業
概
要

事 業 概 要 常設展とは別に、テーマを設けて展示を行う企画展を開館期間中に2回実施。

対　   　象 市民、県内外観光客

総
合
計
画

計画 実績 計画 実績 達成率 計画

手       段
（活動指標）

企画展の開催

意       図
（成果指標）

地元魚津の歴史や今も伝わる貴重な文化財を知ることができる。

活
動
指
標

企画展の開催回数 2 2 2 2 100.0% 2

2,800企画展の入館者数 2,300 2,416 2,500 2,810 112.4%

支
出
内
訳

①需用費 825,000 745,321 810,000 382,960 -48.6%

４
コ
ス
ト
情
報

区　　分 単位
24年度 25年度 26年度

予算現額 決算額 予算現額

成
果
指
標

1,210,000
②委託料 330,000

決算額 決算増減率 当初予算額

④負担金補助及び交付金
③工事請負費

20,000
支出合計（Ａ） 910,040 794,521 906,000 382,960 -51.8% 1,560,000
⑤その他 85,040 49,200 96,000 0 -100.0%

財
源
内
訳

①国庫支出金

③地方債
②県支出金 500,000

④その他（使用料、雑入等）
1,060,000

収入合計 910,040 794,521 906,000 382,960 -51.8% 1,560,000
⑤一般財源 910,040 794,521 906,000 382,960 -51.8%

②年間所要時間 540 540 480 400 -25.9% 600

①事務事業に携わる正規職員数 3 3 2 2

4,080,000

５
取
組
内
容

　平成25年度に取り組んだ事務事業の内容及び改善内容

企画展「昭和のくらし展」及び「戦国のくらし展」を開催。
市内の小学6年生を対象に企画展の見学会を実施。

2,268,000 2,016,000 1,680,000 -25.9% 2,520,000

総　費　用（Ａ＋Ｂ） 3,178,040 3,062,521 2,922,000 2,062,960

人
件
費 ③人件費（②×＠ 4,200 円）（Ｂ） 2,268,000

-33.3% 2

Ａ
目標達成度 １ 高い ２ 目標どおり

妥　当　性 Ａ
自治体関与の妥当性

-32.6%

３ 妥当でない

効  率  性 Ｂ
コスト効率 １ 高い ２ 普通

３ 低い・未実施

６
評
価

評価の視点 Ｈ24評価 Ｈ25評価 評価項目 内　　容

目的の妥当性 １ 妥当である ２ 検討の余地あり ３ 妥当でない
対象の妥当性 １ 妥当である ２ 検討の余地あり ３ 妥当でない

有  効  性 類似事業の有無 １ なし ２ 検討の余地あり ３ あり
上位施策への貢献度 １ 高い ２ 普通 ３ 低い

３ 低い
実施主体の適正化 １ 適正である ２ 改善の余地あり ３ 適正でない
負担割合の適正化 １ 適正である ２ 改善の余地あり ３ 適正でない

１ 妥当である ２ 検討の余地あり

評
価
結
果

(

課
題
及
び
今

後
の
方
針

)

周辺環境が整備されたことに伴う入館者の増加を契機として、展
示内容の見直しや収蔵品の活用などにより博物館の魅力を高める
必要がある。

評
価
結
果

１次評価
（課長総括） Ａ 計画どおり事業を実施することが適

当
２次評価 不要 　



平成 25年度実績に関する事務事業評価表
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施設管理

１
基
本
項
目

事 務 事 業 名 水族館一般管理事業

総
合
計
画

目  標  名

政  策  名

基本事業名 31-３　博物館の充実

事  業  期　間 開始年度 昭和56年 終了年度

水族博物館

当面継続 予
算
科
目

会　   　計 水族館事業特別会計

基本目標４　人と文化を育むまち 款

予 算 事 業 名 2.一般管理費 係　   　名 管理係

担
当
部
署

課       名

事  業  区　分 自治事務 電 話 番 号 0765-24-4100

1.水族館費

10　明日を担う人づくり 項 1.水族館費

施  策  名 31　生涯学習の推進 目 1.水族館管理費

市民協働の状況 協働可能だが予定なし

２
事
業
概
要

事 業 概 要 水族博物館施設の維持・管理をする事務

対　   　象 ①県内外の入館者（市民を含む）　②水族博物館の施設

手       段
（活動指標）

水族博物館の施設の維持管理と運営

計画

意       図
（成果指標）

①入館者が快適で安全に水族博物館で過ごすことができる。②施設の不具合を早期発見し、対応することができる。
③入館者及びリピーターが増加する。

25年度 26年度
計画 実績

３
指
標

指　標　名 単位 24年度

活
動
指
標

年間入館者数 120,000 140,769
計画 実績

96,030 128.6% 76,075
150,000 187,306

年間パスポート利用者数

-
入場料その他の収入/歳出合計 32.75 34.21

124.9%

100.00 126.01 126.0%

達成率
150,000

入場料その他の収入 72,689 97,139 74,697

51.19 68.08

81.2% 900

124.9% 100.00106.56 133.06
133.0% 54.40

700 838 1,300 1,056

80.00

成
果
指
標

入館者数の前年対比 88.89 111.23

年間パスポート利用者数前年比 -

４
コ
ス
ト
情
報

区　　分 単位
24年度

支
出
内
訳

①需用費 29,422,000 26,629,354
②委託料 68,230,000

30,293,000

25年度 26年度
予算現額 決算額 予算現額 決算額 決算増減率 当初予算額

31,560,000 28,324,095 6.4%

③工事請負費
67,911,640 68,100,000 70,912,000

4,551,000

66,655,331 -1.8%

105,756,000
⑤その他 1,037,3381,120,000
支出合計（Ａ） 98,772,000 95,578,332 101,121,000

1,221,349 17.7%
④負担金補助及び交付金

96,200,775 0.7%

96,200,775

0.7%

財
源
内
訳

①国庫支出金

④その他（使用料、雑入等） 98,772,000

1,461,000

②県支出金

95,578,332 101,121,000

95,578,332 101,121,000

収入合計
⑤一般財源

98,772,000

③地方債
105,756,00096,200,775

0.7% 105,756,000

7,560,000 5,880,000 5,880,000

2 0.0% 2

1,800 1,400

2①事務事業に携わる正規職員数 2 2

-22.2% 5,880,000

総　費　用（Ａ＋Ｂ） 106,332,000 103,138,332 107,001,000 102,080,775 -1.0% 111,636,000

人
件
費 ③人件費（②×＠ 4,200 円）（Ｂ） 7,560,000

②年間所要時間 1,800 1,400 -22.2% 1,400

５
取
組
内
容

　平成25年度に取り組んだ事務事業の内容及び改善内容

100周年　特別記念入館券印刷

６
評
価

評価の視点 Ｈ24評価 Ｈ25評価

有  効  性 Ａ

効  率  性 Ｂ

１ 高い ２ 普通 ３ 低い

３ 低い・未実施

評価項目 内　　容

目的の妥当性 １ 妥当である妥　当　性 Ａ
自治体関与の妥当性

対象の妥当性

上位施策への貢献度

目標達成度
２ 検討の余地あり ３ あり類似事業の有無 １ なし

評
価
結
果

３ 適正でない

２次評価 　

１ 妥当である ２ 検討の余地あり ３ 妥当でない
１ 高い

３ 妥当でない

１ 適正である

２ 目標どおり

１ 妥当である ２ 検討の余地あり
２ 検討の余地あり ３ 妥当でない

１次評価
（課長総括） Ａ 現行どおり管理運営を行うことが適

当

評
価
結
果

(

課
題
及
び
今

後
の
方
針

)

一般管理として水族館維持のために必要最低限の事業で、その中
でも優先度を考慮して対応している。

３ 適正でない

不要

コスト効率 １ 高い ２ 普通 ３ 低い

負担割合の適正化 １ 適正である ２ 改善の余地あり
実施主体の適正化 ２ 改善の余地あり



平成 25年度実績に関する事務事業評価表

　

① 千円
② 件
③ 千円
① ％
② ％
③

円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
人

時間

円

円

施設管理

１
基
本
項
目

事 務 事 業 名 水族館施設管理事務

総
合
計
画

目  標  名

政  策  名

基本事業名 31-３　博物館の充実

事  業  期　間 開始年度 昭和56年 終了年度

水族博物館

当面継続 予
算
科
目

会　   　計 水族館事業特別会計

基本目標４　人と文化を育むまち 款

予 算 事 業 名 2.一般管理費 係　   　名 管理係

担
当
部
署

課       名

事  業  区　分 自治事務 電 話 番 号 0765-24-4100

1.水族館費

10　明日を担う人づくり 項 1.水族館費

施  策  名 31　生涯学習の推進 目 1.水族館管理費

市民協働の状況 協働可能だが予定なし

２
事
業
概
要

事 業 概 要 水族博物館の施設の維持管理と運営にかかる修繕

対　   　象 水族博物館の修繕を要する施設、設備

手       段
（活動指標）

水族博物館の施設・設備の修繕の実施

計画

意       図
（成果指標）

施設・設備を適切に管理できる。

25年度 26年度
計画 実績

３
指
標

指　標　名 単位 24年度

活
動
指
標

当初修繕予算 4,300 4,300
計画 実績

47 94.0% 50
4,300 4,300

修繕に要した費用

修繕に要した費用/前年度の修繕に要した費用 101.18 89.13

100.0%
達成率

4,300
実施した修繕の総件数 50 60 50

100.00 85.32

102.2%

78.3% 100.00100.00 78.30
85.3% 100.00

4,300 5,151 4,300 4,395
成
果
指
標

修繕件数の前年比 100.00 109.09

４
コ
ス
ト
情
報

区　　分 単位
24年度

支
出
内
訳

①需用費 5,151,000 5,150,515
②委託料

4,300,000

25年度 26年度
予算現額 決算額 予算現額 決算額 決算増減率 当初予算額

4,436,353 4,394,353 -14.7%

③工事請負費

4,300,000
⑤その他
支出合計（Ａ） 5,151,000 5,150,515 4,436,353

④負担金補助及び交付金

4,394,353 -14.7%

4,394,353

-14.7%

財
源
内
訳

①国庫支出金

④その他（使用料、雑入等） 5,151,000

②県支出金

5,150,515 4,436,353

5,150,515 4,436,353

収入合計
⑤一般財源

5,151,000

③地方債
4,300,0004,394,353

-14.7% 4,300,000

1,848,000 2,520,000 2,520,000

2 0.0% 2

440 600

2①事務事業に携わる正規職員数 2 2

36.4% 2,520,000

総　費　用（Ａ＋Ｂ） 6,999,000 6,998,515 6,956,353 6,914,353 -1.2% 6,820,000

人
件
費 ③人件費（②×＠ 4,200 円）（Ｂ） 1,848,000

②年間所要時間 440 600 36.4% 600

５
取
組
内
容

　平成25年度に取り組んだ事務事業の内容及び改善内容

限られた予算の中で、修繕の優先順位を勘案し、水族博物館の施設・設備の修繕の実施

６
評
価

評価の視点 Ｈ24評価 Ｈ25評価

有  効  性 Ｂ

効  率  性 Ａ

１ 高い ２ 普通 ３ 低い

３ 低い・未実施

評価項目 内　　容

目的の妥当性 １ 妥当である妥　当　性 Ａ
自治体関与の妥当性

対象の妥当性

上位施策への貢献度

目標達成度
２ 検討の余地あり ３ あり類似事業の有無 １ なし

評
価
結
果

３ 適正でない

２次評価 　

１ 妥当である ２ 検討の余地あり ３ 妥当でない
１ 高い

３ 妥当でない

１ 適正である

２ 目標どおり

１ 妥当である ２ 検討の余地あり
２ 検討の余地あり ３ 妥当でない

１次評価
（課長総括） Ａ 現行どおり管理運営を行うことが適

当

評
価
結
果

(

課
題
及
び
今

後
の
方
針

)

当社予算に関しては、修繕計画を立て、優先度をつけて対応して
いる。しかし、全体に老朽化が進んでおり、予測不可能で突発的
な修繕も多々生じており、補正で対応せざるを得ない状況が続い
ている。

３ 適正でない

不要

コスト効率 １ 高い ２ 普通 ３ 低い

負担割合の適正化 １ 適正である ２ 改善の余地あり
実施主体の適正化 ２ 改善の余地あり



平成 25年度実績に関する事務事業評価表

　

① 回
② 人
③ 回
① ％
② ％
③

円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
人

時間

円

円

ソフト事業

１
基
本
項
目

事 務 事 業 名 水族館ホームページ運用事務

総
合
計
画

目  標  名

政  策  名

基本事業名 31-３　博物館の充実

事  業  期　間 開始年度 平成10年 終了年度

水族博物館

当面継続 予
算
科
目

会　   　計 水族館事業特別会計

基本目標４　人と文化を育むまち 款

予 算 事 業 名 5.観客誘致事業 係　   　名 管理係

担
当
部
署

課       名

事  業  区　分 自治事務 電 話 番 号 0765-24-4100

1.水族館費

10　明日を担う人づくり 項 1.水族館費

施  策  名 31　生涯学習の推進 目 1.水族館管理費

市民協働の状況 協働になじまない

２
事
業
概
要

事 業 概 要 インターネット・ホームページを利用した情報発信による入館者増

対　   　象 ①市民②県内外の入館者③魚津水族館に興味関心がある未入館者

手       段
（活動指標）

ホームページを使ったイベントの案内・利用案内。ホームページに寄せられた質問に対する回答。携帯電話用のホー
ムページの配信。飼育係からの話題提供。

計画

意       図
（成果指標）

①対象者の魚津水族館に関する興味を増加させ、来館を促す。
②魚津水族館に興味はあるが、来館に至らない対象者を来館へつなげる。

25年度 26年度
計画 実績

３
指
標

指　標　名 単位 24年度

活
動
指
標

ホームページアクセス数 85,000 111,751
計画 実績

187,306 124.9% 150,000
112,000 133,063

ホームページ更新回数

入館者の前年対比 88.89 111.23

118.8%
達成率

112,000
年間入館者数 120,000 140,769 150,000

106.56 133.06

65.9% 220

118.8% 100.00100.22 119.07
124.9% 100.00

210 203 220 145
成
果
指
標

アクセス数の前年対比 65.38 139.76

４
コ
ス
ト
情
報

区　　分 単位
24年度

支
出
内
訳

①需用費
②委託料

25年度 26年度
予算現額 決算額 予算現額 決算額 決算増減率 当初予算額

③工事請負費

128,000
128,000

⑤その他 293,790294,000
支出合計（Ａ） 294,000 293,790 140,000

139,860 -52.4%
④負担金補助及び交付金

139,860 -52.4%

139,860

-52.4%

財
源
内
訳

①国庫支出金

④その他（使用料、雑入等） 294,000

140,000

②県支出金

293,790 140,000

293,790 140,000

収入合計
⑤一般財源

294,000

③地方債
128,000139,860

-52.4% 128,000

924,000 168,000 168,000

2 0.0% 2

220 40

2①事務事業に携わる正規職員数 2 2

-81.8% 168,000

総　費　用（Ａ＋Ｂ） 1,218,000 1,217,790 308,000 307,860 -74.7% 296,000

人
件
費 ③人件費（②×＠ 4,200 円）（Ｂ） 924,000

②年間所要時間 220 40 -81.8% 40

５
取
組
内
容

　平成25年度に取り組んだ事務事業の内容及び改善内容

飼育係のひとりごとの充実

６
評
価

評価の視点 Ｈ24評価 Ｈ25評価

有  効  性 Ａ

効  率  性 Ａ

１ 高い ２ 普通 ３ 低い

３ 低い・未実施

評価項目 内　　容

目的の妥当性 １ 妥当である妥　当　性 Ａ
自治体関与の妥当性

対象の妥当性

上位施策への貢献度

目標達成度
２ 検討の余地あり ３ あり類似事業の有無 １ なし

評
価
結
果

３ 適正でない

２次評価 　

１ 妥当である ２ 検討の余地あり ３ 妥当でない
１ 高い

３ 妥当でない

１ 適正である

２ 目標どおり

１ 妥当である ２ 検討の余地あり
２ 検討の余地あり ３ 妥当でない

１次評価
（課長総括） Ａ 計画どおり事業を実施することが適

当

評
価
結
果

(

課
題
及
び
今

後
の
方
針

)

ホームページは情報発信に強力なツールであり、より有効な運用
が必要で、魅力ある情報発信ができる否かが重要である。そのた
めにはＨＰのシステムや、人的スキル向上および作業時間等の確
保が重要である。

３ 適正でない

不要

コスト効率 １ 高い ２ 普通 ３ 低い

負担割合の適正化 １ 適正である ２ 改善の余地あり
実施主体の適正化 ２ 改善の余地あり



平成 25年度実績に関する事務事業評価表

　

① 人
②
③
① ％
②
③

円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
人

時間

円

円

１次評価
（課長総括）

評
価
結
果

(

課
題
及
び
今

後
の
方
針

)

今後、耐震化診断および工事が必要であり、他の大型施設の老朽
対策も考慮して、10年規模の改修計画を立てている。これと並行
して、新施設の建設について早急に検討する必要がある。

評
価
結
果

３ 適正でない２ 改善の余地あり

Ａ 計画どおり事業を実施することが適
当

　２次評価 必要

Ａ
コスト効率

負担割合の適正化

有  効  性 類似事業の有無
上位施策への貢献度

目標達成度

Ａ

効  率  性 実施主体の適正化

１ なし ２ 検討の余地あり ３ あり

１ 妥当である ２ 検討の余地あり

１ 妥当である ３ 妥当でない
３ 妥当でない

３ 低い・未実施

１ 高い ２ 普通

１ 適正である

３ 低い
３ 低い１ 高い ２ 普通

１ 適正である ２ 改善の余地あり ３ 適正でない

自治体関与の妥当性

１ 高い ２ 目標どおり
対象の妥当性
目的の妥当性 １ 妥当である ２ 検討の余地あり

２ 検討の余地あり

評価の視点 Ｈ24評価 Ｈ25評価

妥　当　性 Ａ

評価項目 内　　容
３ 妥当でない

５
取
組
内
容

　平成25年度に取り組んだ事務事業の内容及び改善内容

総合公園海水送水ポンプ更新、既設エレベーター更新、消防用設備排煙ダクト改修、出入口ドア更新、実験水槽濾過循環設備更新

６
評
価

人
件
費

4 4 5

②年間所要時間 2,000 2,000 500

①事務事業に携わる正規職員数

円）（Ｂ）

-84.7% 11,575,000総　費　用（Ａ＋Ｂ） 132,060,000 131,464,480 20,193,647 20,104,350

18,093,647 18,004,350 -85.4%

8,400,000 8,400,000 -75.0%2,100,000

25.0%

2,100,000

-75.0%

18,004,350

5

500 500

5

2,100,000

-82.2% 9,475,000

9,475,000

18,004,350 -85.4%

-100.0%

支出合計（Ａ）

123,064,480
⑤一般財源
④その他（使用料、雑入等） 123,660,000 101,008,480 18,093,647

収入合計 123,660,000

9,475,000
⑤その他 1,500,000 1,470,000

123,660,000 123,064,480 18,093,647

③地方債

-100.0%
③工事請負費 101,428,200
④負担金補助及び交付金

②委託料 22,231,800

①国庫支出金

475,000
101,129,980 16,593,647 16,534,350 -83.7% 9,000,000
21,934,500

25年度 26年度
予算現額 決算額 予算現額 決算額 決算増減率 当初予算額

４
コ
ス
ト
情
報

区　　分 単位
24年度

支
出
内
訳

①需用費

成
果
指
標

入館者の前年対比 88.89 111.23

３
指
標

財
源
内
訳

②県支出金 22,056,000

③人件費（②×＠ 4,200

106.56 133.06

150,000活
動
指
標

年間入館者数 120,000 140,769

124.9% 100.00

187,306

25年度 26年度
達成率
124.9% 150,000

指　標　名 単位 24年度
計画 計画計画 実績実績

協働になじまない

２
事
業
概
要

事 業 概 要 水族館施設の大規模な新規及び改修整備に関する施設改修事業

対　   　象 ①入館者②魚津水族館館内設備

市民協働の状況

施  策  名 31　生涯学習の推進 目

手       段
（活動指標）

大規模な整備に関する施設改修工事

意       図
（成果指標） 効果的な改修を行い、今後10年にわたっての安定運営を図る。

係　   　名 管理係

電 話 番 号 0765-24-4100

担
当
部
署

課       名 水族博物館

当面継続 予
算
科
目

会　   　計 水族館事業特別会計

基本目標４　人と文化を育むまち 款 1.水族館費

10　明日を担う人づくり 項 1.水族館費

1.水族館管理費

ハード事業

１
基
本
項
目

事 務 事 業 名 水族館施設整備事業

事  業  期　間 開始年度 平成20年 終了年度

事  業  区　分 自治事務

予 算 事 業 名 6.施設整備事業

総
合
計
画

目  標  名

基本事業名 31-３　博物館の充実

政  策  名



平成 25年度実績に関する事務事業評価表

　

① 人
② 千円
③
① ％
② ％
③

円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
人

時間

円

円

ソフト事業

１
基
本
項
目

事 務 事 業 名 水族館100周年記念事業 担
当
部
署

課       名

事  業  期　間 開始年度 平成25年度 終了年度 平成25年度 予
算
科
目

会　   　計

水族博物館

予 算 事 業 名 2.100周年記念事業 係　   　名 管理係

事  業  区　分 自治事務 電 話 番 号 0765-24-4100

水族館事業特別会計

総
合
計
画

目  標  名 基本目標４　人と文化を育むまち 款 1.水族館費

政  策  名 10　明日を担う人づくり 項 1.水族館費

施  策  名 31　生涯学習の推進 目 1.水族館管理費

基本事業名 31-３　博物館の充実 市民協働の状況 協働可能だが予定なし

２
事
業
概
要

事 業 概 要 魚津水族館創立100周年記念事業

対　   　象 ①県内外の入館者（市民を含む）　

手       段
（活動指標）

100周年記念事業

意       図
（成果指標）

日本で最も古い歴史がある魚津水族館を県内外にＰＲし、観客誘致につなげる

３
指
標

指　標　名 単位 24年度 25年度 26年度
計画 実績 計画 実績 達成率 計画

活
動
指
標

年間入館者数 150,000 187,306 124.9%
入場料その他の収入 74,697 96,030 128.6%

成
果
指
標

入館者数の前年対比 106.56 133.06 124.9%
入場料その他の収入/歳出合計 51.19 68.08 133.0%

４
コ
ス
ト
情
報

区　　分 単位
24年度 25年度 26年度

予算現額 決算額 予算現額 決算額 決算増減率 当初予算額

支
出
内
訳

①需用費 4,300,000 3,864,377
②委託料 3,300,000

④負担金補助及び交付金

2,992,815
③工事請負費

支出合計（Ａ） 0 0 8,460,000 7,485,392 0
⑤その他 860,000 628,200

財
源
内
訳

①国庫支出金

③地方債

収入合計 0 0 8,460,000 7,485,392

②県支出金

④その他（使用料、雑入等） 8,460,000 7,485,392

0
⑤一般財源

人
件
費

①事務事業に携わる正規職員数 5 5

③人件費（②×＠ 4,200 円）（Ｂ） 0

②年間所要時間 500 500

0 2,100,000 2,100,000 0

総　費　用（Ａ＋Ｂ） 0 0 10,560,000 9,585,392 0

５
取
組
内
容

　平成25年度に取り組んだ事務事業の内容及び改善内容
魚津水族館オリジナルファイル（100周年記念プレゼント用）1,000枚
魚津水族館キトキト一日館長（プリントタスキ、ポロシャツ）2人×3日間
魚津水族館創立100周年記念展、魚津水族館創立100周年セレモニーの実施
夏休み親子イベント「プロカメラマンと自然探検」（プロ水中カメラマン内山りゅう市を招いて屋外イベント、講演の実施）
館内撮影（パンフレット、記念誌用）
キャラクターモニュメント製作　2体（ホタルイカ、マツカサウオ）
100周年記念誌「富山のさかな」　発行　2,000部

６
評
価

評価の視点 Ｈ24評価 Ｈ25評価 評価項目 内　　容

目的の妥当性 １ 妥当である ２ 検討の余地あり ３ 妥当でない妥　当　性 Ａ
自治体関与の妥当性 １ 妥当である ２ 検討の余地あり ３ 妥当でない

対象の妥当性 １ 妥当である ２ 検討の余地あり ３ 妥当でない

有  効  性 Ａ
目標達成度 １ 高い ２ 目標どおり ３ 低い・未実施
類似事業の有無 １ なし ２ 検討の余地あり ３ あり
上位施策への貢献度 １ 高い ２ 普通 ３ 低い

効  率  性 Ａ
コスト効率 １ 高い ２ 普通 ３ 低い
実施主体の適正化 １ 適正である ２ 改善の余地あり ３ 適正でない
負担割合の適正化 １ 適正である ２ 改善の余地あり ３ 適正でない

１次評価
（課長総括） Ａ 計画どおり事業を実施することが適

当
２次評価 不要 　

評
価
結
果

(

課
題
及
び
今

後
の
方
針

)

平成24年度に行った魚津水族館100周年記念リニューアルに合わせ
て、平成25年度に各種事業を行い、相乗効果による観客誘致を
行ったところ、予想以上の入館者があった。本事業は単年度であ
るが、北陸新幹線開業の合わせた事業など、新たな観客誘致に努
力していく。

評
価
結
果



平成 25年度実績に関する事務事業評価表

　

① 回
②
③
① ％
②
③

円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
人

時間

円

円

評
価
結
果

(

課
題
及
び
今

後
の
方
針

)

１年間に何度でも来館してもらえるように、季節ごとに様々な企
画展をを行う事で来館者の満足度を高めて、年間パスポートの活
用とともにリピーターにつなげることができると考える。企画の
内容と質の向上が必要である。

評
価
結
果

１次評価
（課長総括） Ａ 計画どおり事業を実施することが適

当
２次評価 不要 　

類似事業の有無 １ なし ２ 検討の余地あり ３ あり
上位施策への貢献度 １ 高い ２ 普通 ３ 低い

３ 低い
実施主体の適正化 １ 適正である ２ 改善の余地あり ３ 適正でない
負担割合の適正化 １ 適正である ２ 改善の余地あり ３ 適正でない

１ 妥当である ２ 検討の余地あり ３ 妥当でない

効  率  性 Ｂ
コスト効率 １ 高い ２ 普通

３ 低い・未実施

６
評
価

評価の視点 Ｈ24評価 Ｈ25評価 評価項目 内　　容

目的の妥当性 １ 妥当である ２ 検討の余地あり ３ 妥当でない
対象の妥当性 １ 妥当である ２ 検討の余地あり ３ 妥当でない

有  効  性 Ａ
目標達成度 １ 高い ２ 目標どおり

妥　当　性 Ａ
自治体関与の妥当性

-5.5% 9,756,000

５
取
組
内
容

　平成25年度に取り組んだ事務事業の内容及び改善内容

○魚津水族館創立100周年記念　ホタルイカ特別展示
○魚津水族館創立100周年記念　夏の特別展　富山の自然を守ろう！希少生物展：人間が便利さを追求する中で自然環境が失われていることを伝
え、考えてもらうために開催した。
○魚津水族館創立100周年記念　魚津水族館創立100周年展：初代から３代目水族館100年の歴史を多くの入館者に知ってもらうために開催した。
○魚津水族館創立100周年記念　ハロウィーン水槽設置
○魚津水族館創立100周年記念　クリスマス展
○魚津水族館創立100周年記念　エーッと？ウマ年！コーナー開設：干支の「午年」にちなんで「ウマ」にまつわる生物の紹介を行い、年賀状で
使えるように入館者と生物が一緒に写真撮影ができるようにした。

7,560,000 7,560,000 7,560,000 0.0% 7,560,000

総　費　用（Ａ＋Ｂ） 9,768,000 9,351,162 9,697,534 8,833,065

人
件
費 ③人件費（②×＠ 4,200 円）（Ｂ） 7,560,000

0.0% 3

②年間所要時間 1,800 1,800 1,800 1,800 0.0% 1,800

①事務事業に携わる正規職員数 3 3 3 3
収入合計 1,791,000 1,791,162 2,137,534 1,273,065 -28.9% 2,196,000
⑤一般財源
④その他（使用料、雑入等） 1,791,000 1,791,162 2,137,534 1,273,065 -28.9% 2,196,000

②県支出金財
源
内
訳

①国庫支出金

③地方債

146,000
支出合計（Ａ） 2,208,000 1,791,162 2,137,534 1,273,065 -28.9% 2,196,000
⑤その他 1,039,000 770,375 1,043,534 587,229 -23.8%
④負担金補助及び交付金
③工事請負費

1,106,000
②委託料 944,000

決算額 決算増減率 当初予算額

支
出
内
訳

①需用費 1,169,000 1,020,787 1,094,000 685,836 -32.8%

４
コ
ス
ト
情
報

区　　分 単位
24年度 25年度 26年度

予算現額 決算額 予算現額

成
果
指
標

100特別展開催期間中入場者数/年間入場者数 100 68 100 80 80.0%

夏の特別展、ホタルイカ展示、クリスマス展、ハロウィーン特別展示、干支展

意       図
（成果指標）

企画展を通して、入館者は生物に対して興味がわき、知識が増える。

活
動
指
標

企画展の実施回数 6 5 6 6 100.0% 6
３
指
標

指　標　名 単位 24年度 25年度 26年度

基本事業名 31-３　博物館の充実 市民協働の状況 協働になじまない

２
事
業
概
要

事 業 概 要 担当者が世間情勢を考慮しながらテーマを選び、特別展会場を中心に年に数回開催する。

対　   　象 来館者

総
合
計
画

計画 実績 計画 実績 達成率 計画

手       段
（活動指標）

2.水族館費

施  策  名 31　生涯学習の推進 目 3.水族館管理費

当面継続 予
算
科
目

会　   　計 水族館事業特別会計

目  標  名 基本目標４　人と文化を育むまち 款 1.水族館費

政  策  名

水族博物館

予 算 事 業 名 4.企画展事業 係　   　名 飼育研究係

事  業  区　分 自治事務 電 話 番 号 0765-24-4100

ソフト事業

１
基
本
項
目

事 務 事 業 名 企画展事業 担
当
部
署

課       名

事  業  期　間 開始年度 昭和56年 終了年度

10　明日を担う人づくり 項



平成 25年度実績に関する事務事業評価表

　

① 点
② 件
③ 人
① ％
② 数
③ ％

円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
人

時間

円

円

評
価
結
果

(

課
題
及
び
今

後
の
方
針

)

職員が調査研究を行ったり、日本動物園水族館協会主催の会議に
参加したりして、飼育技術や知識の情報収集を行う事は、展示の
向上につながり入館者が興味のわく展示や解説ができる。また、
普及活動を充実して、より深い情報提供を行うためのイベント等
を検討する。

評
価
結
果

１次評価
（課長総括） Ａ 計画どおり事業を実施することが適

当
２次評価 不要 　

類似事業の有無 １ なし ２ 検討の余地あり ３ あり
上位施策への貢献度 １ 高い ２ 普通 ３ 低い

３ 低い
実施主体の適正化 １ 適正である ２ 改善の余地あり ３ 適正でない
負担割合の適正化 １ 適正である ２ 改善の余地あり ３ 適正でない

１ 妥当である ２ 検討の余地あり ３ 妥当でない

効  率  性 Ｂ
コスト効率 １ 高い ２ 普通

３ 低い・未実施

６
評
価

評価の視点 Ｈ24評価 Ｈ25評価 評価項目 内　　容

目的の妥当性 １ 妥当である ２ 検討の余地あり ３ 妥当でない
対象の妥当性 １ 妥当である ２ 検討の余地あり ３ 妥当でない

有  効  性 Ａ
目標達成度 １ 高い ２ 目標どおり

妥　当　性 Ａ
自治体関与の妥当性

-21.8% 16,775,000

５
取
組
内
容

　平成25年度に取り組んだ事務事業の内容及び改善内容
○ホタルイカ発光実験開催
○うおづ水辺の調査隊活動の実施：３年目である今回の活動は、河川だけではなく海での釣り採集も初めて行った。
○アウチリーチ活動の実施：25年度は、市内の小学校に魚津の河川で見られる淡水魚と海岸の生物水槽のいずれかを設置した。
○水族館市民感謝イベント2013の実施：リニューアル後の水槽解説と特別に裏方を紹介した。
○魚津水族館創立100周年記念　キトキト１日館長の実施：館長の辞令交付の後に館内見回りや餌やり、掃除を体験した。
○魚津水族館創立100周年記念　プロカメラマンと自然探検：プロカメラマンの講演会及び野外での生物観察会を実施した。
○魚津市内の淡水魚、両生爬虫類および野鳥の調査を行った。

7,560,000 7,560,000 7,560,000 0.0% 7,560,000

総　費　用（Ａ＋Ｂ） 16,257,000 19,165,029 16,131,336 14,988,854

人
件
費 ③人件費（②×＠ 4,200 円）（Ｂ） 7,560,000

0.0% 3

②年間所要時間 1,800 1,800 1,800 1,800 0.0% 1,800

①事務事業に携わる正規職員数 3 3 3 3
収入合計 11,605,000 11,605,029 8,571,336 7,015,100 -39.6% 9,215,000
⑤一般財源
④その他（使用料、雑入等） 11,605,000 11,605,029 8,571,336 7,428,854 -36.0% 9,215,000

②県支出金財
源
内
訳

①国庫支出金

③地方債

1,549,000
支出合計（Ａ） 8,697,000 11,605,029 8,571,336 7,428,854 -36.0% 9,215,000
⑤その他 1,406,000 5,390,385 1,488,375 1,285,085 -76.2%
④負担金補助及び交付金
③工事請負費

7,666,000
②委託料

決算額 決算増減率 当初予算額

支
出
内
訳

①需用費 7,291,000 6,214,644 7,082,961 6,143,769 -1.1%

100

４
コ
ス
ト
情
報

区　　分 単位
24年度 25年度 26年度

予算現額 決算額 予算現額

普及活動の満足度 100 100 100 100 100.0%

成
果
指
標

100
論文・報告発表数 7 3 8 3 37.5% 8

7,000 87.5% 8,000
本年度展示生物数/前年度の展示生物数 100 110 100 100 100.0%

①水族館の常設展示生物の飼育・展示　②調査研究　③うおづ水辺の調査隊活動等

意       図
（成果指標）

①水族館の展示生物をよい状態で飼育・展示ができる　②調査研究の結果を年報やホームページで公表する
③普及活動により、水生生物に対する理解が向上する

活
動
指
標

展示生物 10,000 11,000 10,000 11,000

普及活動参加人数 7,000 6,800 8,000

110.0% 11,000
調査研究数 4 2 4 3 75.0% 3３

指
標

指　標　名 単位 24年度 25年度 26年度

基本事業名 31-３　博物館の充実 市民協働の状況 協働可能だが予定なし

２
事
業
概
要

事 業 概 要 ①水族館の常設展示生物の飼育・展示　②調査研究　③普及活動に関わること

対　   　象 ①常設展示生物　②入館者　③普及活動

総
合
計
画

計画 実績 計画 実績 達成率 計画

手       段
（活動指標）

2.水族館費

施  策  名 31　生涯学習の推進 目 3.水族館管理費

当面継続 予
算
科
目

会　   　計 水族館事業特別会計

目  標  名 基本目標４　人と文化を育むまち 款 1.水族館費

政  策  名

水族博物館

予 算 事 業 名 3.博物館事業 係　   　名 飼育研究係

事  業  区　分 自治事務 電 話 番 号 0765-24-4100

ソフト事業

１
基
本
項
目

事 務 事 業 名 博物館事業 担
当
部
署

課       名

事  業  期　間 開始年度 昭和56年 終了年度

10　明日を担う人づくり 項



平成 25年度実績に関する事務事業評価表

　

① 件
② 件
③
① 人
② 人
③

円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
人

時間

円

円

　平成25年度に取り組んだ事務事業の内容及び改善内容

効  率  性 Ａ

２ 検討の余地あり ３ 妥当でない
３ 妥当でない
３ 妥当でない
３ 低い・未実施
３ あり
３ 低い
３ 低い
３ 適正でない
３ 適正でない

評価項目 内　　容
自治体関与の妥当性

ソフト事業

159,000

終了年度平成15年度開始年度

係　   　名

電 話 番 号

会　   　計

款

項

目

埋没林博物館蜃気楼ネットワーク事業

蜃気楼ネットワーク事業

自治事務

管理係

0765-22-1049

担
当
部
署

予
算
科
目

課       名

１
基
本
項
目

事 務 事 業 名

予 算 事 業 名

事  業  区　分

総
合
計
画 基本事業名

事  業  期　間

目  標  名

政  策  名

施  策  名

３
指
標

25年度

10

30.9%

10,000
154,500

0.0%

達成率
80.0%

-26.4%

-26.4%

一般会計

教育費

社会教育費

埋没林博物館費

計画
10

単位 24年度
実績

8

当面継続

２
事
業
概
要

事 業 概 要
市の観光資源の１つである「蜃気楼」に関する情報の集約、情報交流、発生メカニズムの解明、一般市民への知識の
普及を目指す事業

対　   　象

意       図
（成果指標）

蜃気楼に関する人、情報等の交流を促進し、魚津市民には郷土の地域資源としての蜃気楼に関する理解を深める。

蜃気楼交流会の開催、交流会記録誌の発行
日本蜃気楼協議会と連携した講演会の開催

蜃気楼に何らかのつながりを持つ人、情報及び魚津市民

手       段
（活動指標）

５
取
組
内
容

③地方債
④その他（使用料、雑入等）
⑤一般財源
収入合計

②年間所要時間

総　費　用（Ａ＋Ｂ）

４
コ
ス
ト
情
報

財
源
内
訳

人
件
費

基本目標４　人と文化を育むまち

10　明日を担う人づくり

31　生涯学習の推進

②県支出金

④負担金補助及び交付金
⑤その他
支出合計（Ａ） 233,000

聴講者
講演会参加者

③工事請負費

210,000 179,000
20,000

①国庫支出金

区　　分

①需用費
②委託料

単位

210,000
210,000

62,00074,000

233,000
233,000

支
出
内
訳

負担割合の適正化

目標達成度
類似事業の有無
上位施策への貢献度
コスト効率

38.9%

○日本蜃気楼協議会と連携し第10回蜃気楼交流会（特別講演会、研究発表会）を開催した。
○特別講演会、研究発表会の内容を記録した「第10回蜃気楼交流会記録誌」を発行・配布した。

１ 適正である

①事務事業に携わる正規職員数

1,512,0001,260,000

1,493,000

360

1,512,000

3

1,722,000

300

3

2,254,500

500

2,100,000

目的の妥当性
対象の妥当性

２ 改善の余地あり

3

360

1,859,000

3

1,691,000

２ 普通
２ 検討の余地あり

38.9%

実施主体の適正化
２ 普通
２ 改善の余地あり

２ 検討の余地あり

２ 目標どおり

50
100

６
評
価

Ａ

評価の視点 Ｈ25評価Ｈ24評価

妥　当　性

１次評価
（課長総括）

１ 高い
１ なし

１ 高い
１ 適正である

Ｂ有  効  性

24年度
決算額
148,000

予算現額

100

活
動
指
標

159,000

成
果
指
標

106
27 50

100

100.0%

31-３　博物館の充実

研究発表件数
記録誌配付件数

市民協働の状況

実績
8

100

計画

100

指　標　名

協働している

27
28

54.0%
28.0%

100

25年度

154,500

予算現額 決算額

-83.9%

-26.4%

決算増減率

-2.4%

179,000
179,000

154,500

144,500

26年度

50
100

計画
10

100

26年度
当初予算額

159,000

20,000
179,000

3

1,680,000

400

179,000
179,000

２ 検討の余地あり

計画どおり事業を実施することが適
当

２次評価

評
価
結
果

(

課
題
及
び
今

後
の
方
針

)

市の単独予算では限界があるので、今後はシンポジウム等の補助
事業として実施する必要がある。

評
価
結
果

不要

Ａ
１ 妥当である
１ 高い

１ 妥当である
１ 妥当である

　

円）（Ｂ）4,200③人件費（②×＠



平成 25年度実績に関する事務事業評価表

　

① 回
②
③
① 人
②
③

円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
人

時間

円

円

計画どおり事業を実施することが適
当

２次評価

評
価
結
果

(

課
題
及
び
今

後
の
方
針

)

参加者も多く、青少年の科学する心の育みに貢献している。

評
価
結
果

不要 　

110,000
210,000

3

2,100,000

56,000

500

210,000

26年度
当初予算額

100,000

120

計画
6

81,785

予算現額 決算額

-100.0%

-36.5%

決算増減率

6.2%

24,000
59,000

160 200 71.0%142

82,000

25年度

81,785

指　標　名

24年度
決算額

77,000
予算現額

活
動
指
標

ふれあい学習会開催回数
実績

10
計画

６
評
価

Ａ

評価の視点 Ｈ25評価Ｈ24評価

妥　当　性

１次評価
（課長総括）

１ 高い
１ なし

１ 高い
１ 適正である

Ａ

実施主体の適正化
負担割合の適正化

コスト効率

１ 適正である

2,310,000

3

2,099,000

45.8%

45.8%

○ふれあい学習会を合計10回開催した。
○「ダンボールで作る蜃気楼」「魚津の石でアクセサリーづくり」など郷土の自然に関連付けたオリジナル企画を盛り込んだ。

有  効  性

Ａ
１ 妥当である
１ 高い

１ 妥当である
１ 妥当である

目標達成度
類似事業の有無
上位施策への貢献度

２ 検討の余地あり

２ 目標どおり
２ 検討の余地あり

円）（Ｂ）4,200③人件費（②×＠

3,021,785

700

2,940,000

189,000

16,000

107,000

基本目標４　人と文化を育むまち

10　明日を担う人づくり

31　生涯学習の推進

②県支出金

④負担金補助及び交付金

①国庫支出金

区　　分

①需用費
②委託料

①事務事業に携わる正規職員数

2,016,0002,100,000

単位

125,000

480

149,000
83,000

総　費　用（Ａ＋Ｂ）

109,000

2,289,000

支出合計（Ａ） 189,000

2,016,000

3

2,141,000

500

3 3

480

成
果
指
標

支
出
内
訳

学習会延べ参加人数

③工事請負費

⑤その他

40,000

５
取
組
内
容

③地方債
④その他（使用料、雑入等）
⑤一般財源
収入合計

②年間所要時間

４
コ
ス
ト
情
報

財
源
内
訳

人
件
費

200

一般会計

教育費

社会教育費

埋没林博物館費

２
事
業
概
要

事 業 概 要
主として魚津市民に対し、郷土の自然とふれあいを通して、その重要性や意義への理解を深めることを目的として講
座を主催する。

対　   　象

意       図
（成果指標）

魚津市の自然に興味を持ち、接する機会を持ってもらう。

「ふれあい学習会」を開催

魚津市民、魚津市の自然に興味のある人（市民以外を含む）

手       段
（活動指標）

31-３　博物館の充実 市民協働の状況

26年度

政  策  名

施  策  名

３
指
標

25年度

10

単位 24年度

協働している

41.1%

81,785

12,600

125,000 83,000

ソフト事業

83,000

終了年度平成5年度開始年度 当面継続

埋没林博物館埋没林博物館教室事業

博物館教室事業

自治事務

管理係係　   　名

0765-22-1049

担
当
部
署

予
算
科
目

課       名

１
基
本
項
目

事 務 事 業 名

予 算 事 業 名

事  業  区　分 電 話 番 号

会　   　計

款

0.0%

達成率
100.0%

-34.6%

154,000

項

-34.6%

　平成25年度に取り組んだ事務事業の内容及び改善内容

３ 適正でない
効  率  性 Ａ

２ 検討の余地あり

総
合
計
画 基本事業名

事  業  期　間

目  標  名

目

３ 妥当でない
３ 妥当でない
３ 妥当でない
３ 低い・未実施
３ あり
３ 低い
３ 低い
３ 適正でない

48,000

69,185
-21.3%

計画
10

実績
12

評価項目 内　　容
自治体関与の妥当性
目的の妥当性
対象の妥当性

２ 改善の余地あり

２ 普通
２ 改善の余地あり

２ 普通
２ 検討の余地あり



平成 25年度実績に関する事務事業評価表

　

① 回
②
③
① 件
② 件
③

円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
人

時間

円

円

　平成25年度に取り組んだ事務事業の内容及び改善内容

効  率  性 Ａ

２ 検討の余地あり ３ 妥当でない
３ 妥当でない
３ 妥当でない
３ 低い・未実施
３ あり
３ 低い
３ 低い
３ 適正でない
３ 適正でない

評価項目 内　　容
自治体関与の妥当性

ソフト事業

457,586
657,610

33,000

終了年度平成4年度開始年度

係　   　名

電 話 番 号

会　   　計

款

項

目

埋没林博物館埋没林博物館調査研究事業

調査研究・展示事業

自治事務

管理係

0765-22-1049

担
当
部
署

予
算
科
目

課       名

１
基
本
項
目

事 務 事 業 名

予 算 事 業 名

事  業  区　分

総
合
計
画 基本事業名

事  業  期　間

目  標  名

政  策  名

施  策  名

３
指
標

25年度

50

-29.3%

222,980

33,000
690,390

1,386,517

0.0%

達成率
74.0%

-51.3%

-51.3%

0.0%

一般会計

教育費

社会教育費

埋没林博物館費

計画
50

単位 24年度
実績

25

当面継続

２
事
業
概
要

事 業 概 要
市内の自然（植物、地質、気象等）を調査研究、記録し、展示や教育普及活動にできる形にして公開し、資料や情報
を後世へ伝える。

対　   　象

意       図
（成果指標）

調査研究、資料収集等により現況を明らかにし、展示・教育普及等の事業に活用できるようにする。

魚津市内の自然史資料に関する調査、研究、資料収集。報告書、印刷物、展示、講演等による調査研究成果の周知
先進地視察研修　県東部地域のジオパークに係る活動に対する助成

魚津市及び関連地域の自然

手       段
（活動指標）

５
取
組
内
容

③地方債
④その他（使用料、雑入等）
⑤一般財源
収入合計

②年間所要時間

総　費　用（Ａ＋Ｂ）

４
コ
ス
ト
情
報

財
源
内
訳

人
件
費

基本目標４　人と文化を育むまち

10　明日を担う人づくり

31　生涯学習の推進

②県支出金

④負担金補助及び交付金
⑤その他
支出合計（Ａ） 3,250,000

新規収集資料数（画像ファイル等のデータ等２次資料を含む）

報告書・出版物・外部執筆・講師派遣等件数

③工事請負費
33,000

2,845,000 1,852,586
704,390

①国庫支出金

区　　分

①需用費
②委託料

単位

2,845,000
2,845,000

2,292,000
33,000

2,639,000

3,250,000
3,250,000

支
出
内
訳

負担割合の適正化

目標達成度
類似事業の有無
上位施策への貢献度
コスト効率

-10.3%

○魚津市の植物に関する調査研究
○魚津市の地質・地学分野に関する調査研究
○各種講座等への講師派遣
○広報誌等の執筆、編集、発行

１ 適正である

①事務事業に携わる正規職員数

3,276,0002,520,000

5,770,000

780

3,276,000

3

6,121,000

600

3

4,326,517

700

2,940,000

目的の妥当性
対象の妥当性

２ 改善の余地あり

3

780

3,917,000

3

5,128,586

２ 普通
２ 検討の余地あり

-10.3%

実施主体の適正化
２ 普通
２ 改善の余地あり

２ 検討の余地あり

２ 目標どおり

800
25

６
評
価

Ａ

評価の視点 Ｈ25評価Ｈ24評価

妥　当　性

１次評価
（課長総括）

１ 高い
１ なし

１ 高い
１ 適正である

Ａ有  効  性

24年度
決算額
520,000

予算現額

活
動
指
標

578,000

成
果
指
標

15
1,100 800

30

31-３　博物館の充実

野外調査等回数

市民協働の状況

実績
37

計画指　標　名

協働している

1,300
31

162.5%
103.3%

25年度

1,386,517

予算現額 決算額

-69.9%

-51.3%

決算増減率

-15.4%

1,852,586
1,852,586

1,386,517

440,147

26年度

33,000

1,000
30

計画
50

26年度
当初予算額

644,000

300,000
977,000

3

2,940,000

700

977,000
977,000

２ 検討の余地あり

計画どおり事業を実施することが適
当

２次評価

評
価
結
果

(

課
題
及
び
今

後
の
方
針

)

純粋に調査研究の予算はほとんどないので、外部資金の積極的導
入を検討する必要がある。

評
価
結
果

不要

Ａ
１ 妥当である
１ 高い

１ 妥当である
１ 妥当である

　

円）（Ｂ）4,200③人件費（②×＠



平成 25年度実績に関する事務事業評価表

　

① 件
② 日
③
① 人
②
③

円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
人

時間

円

円

計画どおり事業を実施することが適
当

２次評価

評
価
結
果

(

課
題
及
び
今

後
の
方
針

)

スタッフの人員数、展示会場など課題が多いが、リニューアルに
よって会場問題は解消されるので、あとはスタッフの育成、人員
数の確保に努めたい。

評
価
結
果

不要 　

150,000

3

3,360,000

800

150,000

26年度
当初予算額

150,000

41,000

計画
2

260

314,414

予算現額 決算額

-100.0%

-45.4%

決算増減率

109.6%

314,414

41,582 45,000 91.7%41,251

133,000

25年度

314,414

指　標　名

450,000

24年度
決算額
150,000
409,000

予算現額

300

活
動
指
標

120.0%
展示企画開催件数
企画展開催日数

実績
3

360

計画

６
評
価

Ａ

評価の視点 Ｈ25評価Ｈ24評価

妥　当　性

１次評価
（課長総括）

１ 高い
１ なし

１ 高い
１ 適正である

Ａ

実施主体の適正化
負担割合の適正化

コスト効率

１ 適正である

3,510,000

3

1,994,414

0.0%

0.0%

○「蜃気楼写真展」（5/1～7/31）の企画、開催
○「しましま展」（8/1～12/28）の企画、製作、開催
○「魚津ナチュラルギャラリー14」（1/2～4/30）の企画、製作、開催
○組立型のパネルを導入し展示に立体感を持たせ、実物展示を増やす等教育効果を高めた

有  効  性

Ａ
１ 妥当である
１ 高い

１ 妥当である
１ 妥当である

目標達成度
類似事業の有無
上位施策への貢献度

２ 検討の余地あり

２ 目標どおり
２ 検討の余地あり

円）（Ｂ）4,200③人件費（②×＠

3,674,414

800

3,360,000

600,000

17,000

基本目標４　人と文化を育むまち

10　明日を担う人づくり

31　生涯学習の推進

②県支出金

④負担金補助及び交付金

①国庫支出金

区　　分

①需用費
②委託料

①事務事業に携わる正規職員数

1,680,0001,680,000

単位

576,000

800

600,000
314,414

総　費　用（Ａ＋Ｂ）

576,000

2,280,000

支出合計（Ａ） 600,000

3,360,000

3

3,936,000

400

3 3

400

成
果
指
標

支
出
内
訳

企画展示期間入館者数

③工事請負費

⑤その他

５
取
組
内
容

③地方債
④その他（使用料、雑入等）
⑤一般財源
収入合計

②年間所要時間

４
コ
ス
ト
情
報

財
源
内
訳

人
件
費

50,000

一般会計

教育費

社会教育費

埋没林博物館費

２
事
業
概
要

事 業 概 要 調査研究の成果をもとに展示を発案・作成し、知識や情報を親しみやすい形で市民及び博物館利用者に提供する。

対　   　象

意       図
（成果指標）

展示を企画・製作し、利用者の観覧に供する。

企画展「しましま展」、「魚津ナチュラルギャラリー」、「蜃気楼写真展」を実施

常設展示・企画展示内容及び展示物、魚津市民及び入館者

手       段
（活動指標）

31-３　博物館の充実 市民協働の状況

341 300

26年度

政  策  名

施  策  名

３
指
標

25年度

3

単位 24年度

協働している

-6.6%

314,414

-100.0%

576,000 314,414

ソフト事業

314,414

終了年度平成4年度開始年度 当面継続

埋没林博物館埋没林博物館展示事業

調査研究・展示事業

自治事務

管理係係　   　名

0765-22-1049

担
当
部
署

予
算
科
目

課       名

１
基
本
項
目

事 務 事 業 名

予 算 事 業 名

事  業  区　分 電 話 番 号

会　   　計

款

0.0%

達成率
100.0%

-45.4%

150,000

項

-45.4%

　平成25年度に取り組んだ事務事業の内容及び改善内容

３ 適正でない
効  率  性 Ａ

２ 検討の余地あり

総
合
計
画 基本事業名

事  業  期　間

目  標  名

目

３ 妥当でない
３ 妥当でない
３ 妥当でない
３ 低い・未実施
３ あり
３ 低い
３ 低い
３ 適正でない

17,000

314,414

計画
3

実績
3

評価項目 内　　容
自治体関与の妥当性
目的の妥当性
対象の妥当性

２ 改善の余地あり

２ 普通
２ 改善の余地あり

２ 普通
２ 検討の余地あり



平成 25年度実績に関する事務事業評価表

　

① ｍ
②
③
① 箇所
②
③

円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
人

時間

円

円

　平成25年度に取り組んだ事務事業の内容及び改善内容

効  率  性 Ｂ

２ 検討の余地あり ３ 妥当でない
３ 妥当でない
３ 妥当でない
３ 低い・未実施
３ あり
３ 低い
３ 低い
３ 適正でない
３ 適正でない

評価項目 内　　容
自治体関与の妥当性

ソフト事業

476,000

14,000
754,000

終了年度平成25年度開始年度

係　   　名

電 話 番 号

会　   　計

款

項

目

埋没林博物館魚津埋没林埋蔵分布調査事業

魚津埋没林埋蔵分布調査事業

自治事務

管理係

0765-22-1049

担
当
部
署

予
算
科
目

課       名

１
基
本
項
目

事 務 事 業 名

予 算 事 業 名

事  業  区　分

総
合
計
画 基本事業名

事  業  期　間

目  標  名

政  策  名

施  策  名

３
指
標

25年度

1,400

754,000

128,920
896,720

達成率
75.1%

一般会計

教育費

社会教育費

埋没林博物館費

計画単位 24年度
実績

平成27年度

２
事
業
概
要

事 業 概 要 特別天然記念物指定地内及び周辺に埋蔵される埋没林を非破壊的手法で探査する。

対　   　象

意       図
（成果指標）

探査により分布情報を把握する。得られたデータは埋没林包蔵地の保全、文化財の教育普及等に活用する。

地中レーダー探査、電気探査等を委託により実施する

博物館敷地及び周辺に埋蔵された埋没林

手       段
（活動指標）

５
取
組
内
容

③地方債
④その他（使用料、雑入等）
⑤一般財源
収入合計

②年間所要時間

総　費　用（Ａ＋Ｂ）

４
コ
ス
ト
情
報

財
源
内
訳

人
件
費

基本目標４　人と文化を育むまち

10　明日を担う人づくり

31　生涯学習の推進

②県支出金

④負担金補助及び交付金
⑤その他
支出合計（Ａ） 0

476,000

埋没林の可能性のある反応数

③工事請負費

0 952,000
184,000

①国庫支出金

区　　分

①需用費
②委託料

単位

00

支
出
内
訳

負担割合の適正化

目標達成度
類似事業の有無
上位施策への貢献度
コスト効率

○富山大学に委託し、埋没林博物館敷地内及び周辺での地中レーダー探査、電気探査を実施した。
○調査検討委員会を2回開催し、調査の手法、方向性等について検討した。

１ 適正である

①事務事業に携わる正規職員数

2,940,0000

0

0

0 3,836,720

700

2,940,000

目的の妥当性
対象の妥当性

２ 改善の余地あり

3

700

3,893,000

3

3,892,000

２ 普通
２ 検討の余地あり

実施主体の適正化
２ 普通
２ 改善の余地あり

２ 検討の余地あり

２ 目標どおり

６
評
価

Ａ

評価の視点 Ｈ25評価Ｈ24評価

妥　当　性

１次評価
（課長総括）

１ 高い
１ なし

１ 高い
１ 適正である

Ａ有  効  性

24年度
決算額予算現額

活
動
指
標

成
果
指
標

10

31-３　博物館の充実

探査測線延長

市民協働の状況

実績
1,051

計画指　標　名

協働になじまない

10 100.0%

25年度

896,720

予算現額 決算額 決算増減率

476,000
952,000

420,720

13,800

26年度

10

計画
1,400

26年度
当初予算額

22,000
918,000

13,000
953,000

3

2,940,000

700

477,000
953,000

476,000

２ 検討の余地あり

計画どおり事業を実施することが適
当

２次評価

評
価
結
果

(

課
題
及
び
今

後
の
方
針

)

初年度で地中の埋没樹根の輪郭をとらえることに成功したので、
今年度は範囲を広げた探査を実施する必要がある。

評
価
結
果

不要

Ａ
１ 妥当である
１ 高い

１ 妥当である
１ 妥当である

　

円）（Ｂ）4,200③人件費（②×＠


